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東
京
都
医
師
会
は
１
月
11
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
に
よ
る

感
染
が
急
拡
大
し
て
い
る
現
状
に

つ
い
て
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
等

に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
た
。

尾
﨑
治
夫
会
長
は
「
我
々
の
予

想
よ
り
急
速
に
感
染
者
数
が
増
加

し
て
い
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感

染
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
速
い

た
め
、
職
場
で
の
感
染
が
起
き
れ

ば
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
な
り

仕
事
に
行
け
な
く
な
る
人

が
増
え
、
社
会
活
動
に
支

障
が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ

る
。特
に
、エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
へ
感
染
が
拡

大
す
る
よ
う
な
事
態
を
危

惧
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

都
民
へ
は
「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
デ
ル
タ
株
と
は
異

な
り
、
２
回
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
も
感
染
す
る
こ

と
が
あ
る
。
体
調
の
異
変
に
気
づ

い
た
ら
躊
躇
せ
ず
発
熱
外
来
を
受

診
し
て
ほ
し
い
。
早
期
受
診
に
よ

り
、
症
状
が
進
行
す
る
前
に
宿
泊

療
養
の
手
配
や
抗
体
薬
・
経
口
薬

の
提
供
が
可
能
に
な
る
」
と
改
め

て
早
期
受
診
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
ま
た
、「
感
染
対
策
と
社
会

経
済
活
動
の
両
立
の
た
め
、
３
回

目
の
接
種
が
終
わ
る
ま
で
は
、
事

前
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
で

陰
性
を
確
認
し
て
か
ら
社
会
活
動

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に

よ
り
病
床
確
保
レ
ベ
ル
３

に
移
行
し
た
東
京
都
の
医

療
提
供
体
制
に
つ
い
て
説

明
し
た
う
え
で
、「
現
在

は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
重
症

化
リ
ス
ク
は
低
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
高
齢
者
や
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
に

感
染
が
広
が
れ
ば
重
症
者

数
が
増
え
て
く
る
。
重
症
化
し
に

く
い
か
ら
と
油
断
せ
ず
、
感
染
が

広
が
ら
な
い
よ
う
に
引
き
続
き
感

染
対
策
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

⻆
田
徹
副
会
長
は
「
発
熱
等
の

症
状
が
あ
る
、
あ
る
い
は
症
状
は

な
い
が
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
不

安
な
場
合
に
は
、
ま
ず
か
か
り
つ

け
医
や
近
隣
の
医
療
機
関
に
電

話
で
相
談
し
て
か
ら
受
診
し
て

ほ
し
い
。
か
か
り
つ
け
医
が
い

な
い
場
合
に
は
、
東
京
都
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
あ
る
診
療
・
検
査
医

療
機
関
マ
ッ
プ

や
、
東
京
都
医
師

会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
に
あ
る
Ａ
Ｉ
受

診
相
談
・
発
熱
外

来
検
索
等
を
活
用

し
、
医
療
機
関
を

検
索
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
し
症

状
が
強
く
、
救
急

車
を
要
請
す
る
か

迷
う
場
合
に
は
、〝
♯
７
１
１
９
〞

に
架
電
し
、
指
示
を
仰
い
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

平
川
博
之
副
会
長
は
「
今
後
の

感
染
者
へ
の
対
応
は
、
宿
泊
・
自

宅
療
養
が
主
戦
場
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
自
宅
療
養
者
等
に
対

す
る
医
療
支
援
体
制
の
更
な
る
強

化
が
必
要
と
な
る
。
１
月
12
日
か

ら
開
始
す
る
診
療
・
検
査
医
療
機

関
に
よ
る
健
康
観
察
等
支
援
事
業

で
は
、
陽
性
者
の
診
療
・
検
査
を

行
っ
た
医
療
機
関
が
、
保
健
所
と

協
働
し
てMy HER-SYS

や
電
話

に
よ
る
健
康
観
察
を
実
施
し
て
必

要
な
治
療
を
し
た
り
、
入
院
の
必

要
性
を
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
１

月
７
日
か
ら
開
始
し
た
自
宅
療
養

者
へ
の
往
診
体
制
の
強
化
事
業

は
、
往
診
専
門
医
療
機
関
の
負
担

軽
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
24
時

間
往
診
対
応
が
で
き
る
機
能
強
化

型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
や
病
院

が
対
応
に
あ
た
る
」と
説
明
し
た
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
急
拡
大
を
受
け
て
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本会主催の「令和4年診療報酬改定講習会」につきまして
は、開催方法等を現在検討中です。詳細が決まり次第、
ホームページに掲載しますので、ご確認くださいますよ
うお願いいたします。
なお、令和4年診療報酬改定に伴う関東信越厚生局の説明
会および集団指導は、前回同様に中止とし、代わりに動画
の掲載を予定しております。

令和4年診療報酬改定に係る資料（都医ホームページ）
https://www.tokyo.med.or.jp/25873

※�令和4年診療報酬改定に係る資料・講習会の
　最新情報は、こちらに掲載いたします。

令和４年 診療報酬改定講習会

リ
テ
ラ
シ
ー（literacy

）と
は
、

本
来
「
読
み
書
き
の
能
力
」
を
意

味
し
て
お
り
、
日
本
で
は
「
あ
る

分
野
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
適

切
に
理
解
し
、
活
用
す
る
能
力
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

現
代
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
領
域
・

体
系
が
高
度
化
・
深
化
を
重
ね
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
テ
ラ
シ
ー

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
我
々
医
療
従

事
者
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て

は
、ま
ず
“
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
”

が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
０
２
１
年
12
月
、
東
京
都
医

師
会
は
都
内
の
新
聞
紙
面
お
よ
び

駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー
で
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
に
関
す
る
広
告
を
展
開
し

た
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

“
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ーLesson

”

と
い
う
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
、
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
国
民
・
都
民
の
健
康
に

関
す
る
最
大
の
関
心
事
は
、
や
は

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て

か
ら
既
に
２
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、「
医
療
機
関
に
行
く
と
新
型

コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
過
度
の
恐
怖
か
ら
受

診
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
慢
性

疾
患
の
悪
化
や
が
ん
検
診
の
遅
れ

に
よ
る
各
種
が
ん
の
進
行
、
そ
し

て
行
動
の
自
粛
に
よ
る
高
齢
者
の

“
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
”
な
ど
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
忌
避
者
の
問
題
も
あ
る
。
２

０
２
１
年
６
月
25
日
発
表
の
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
全
国
大
規

模
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
報
告

で
は
、
①
ワ
ク
チ
ン
忌
避
者
は
全

体
で
は
11
・
３
％
で
、
若
年
女
性

15
・
６
％
か
ら
高
齢
男
性
４
・
８
％

ま
で
、
年
齢
・
性
別
で
大
き
な
ば

ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
②
ワ
ク
チ
ン

忌
避
の
理
由
と
し
て
、
約
７
割
が

「
副
反
応
の
心
配
」
を
、
約
２
割

が
「
効
果
が
あ
る
と
思
わ
な
い
」

こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
③
一
人
暮

ら
し
、
所
得
水
準
（
１
０
０
万
円

以
上
６
０
０
万
円
未
満
を
基
準
と

し
た
と
き
１
０
０
万
円
未
満
）、

最
終
学
歴
（
大
学
卒
を
基
準
と
し

た
と
き
中
学
卒
業
お
よ
び
短
大
・

専
門
学
校
卒
業
）、
政
府
な
い
し

コ
ロ
ナ
政
策
へ
の
不
信
感
が
あ
る

人
、
重
度
の
落
ち
込
み
が
あ
る
人

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
忌
避
者
の
割
合

が
高
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
忌
避
に
関
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以

外
で
も
、
本
邦
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
問
題
や
、
子

ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
さ
せ
な

い
、
い
わ
ゆ
る
“
自
然
派
育
児
”

な
ど
の
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
現
象
も
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る

誤
っ
た
情
報
発
信
が
主
な
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

医
師
と
し
て
非
常
に
残
念
な
の

は
、
我
々
と
同
様
の
職
種
で
あ
る

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看

護
師
等
の
医
療
従
事
者
が
、
地
上

波
の
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
と
き
ど
き
誤
っ
た
発
信
を
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

医
師
法
第
１
条
に
は「
医
師
は
、

医
療
及
び
保
健
指
導
を
掌
る
こ

と
に
よ
つ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
及

び
増
進
に
寄
与
し
、
も
つ
て
国
民

の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
も
の

と
す
る
」と
あ
る
。
我
々
医
師
は
、

こ
れ
ら
の
デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
対
し
て
、
今
後

も
毅
然
と
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
蓮
沼 

剛
）

東
京
都
医
師
会
で
は
、新
聞
紙
面
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。医
師
は
、デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
対
し
、毅
然
と
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ヘルス
リ
テ
ラシ
ー
を
考
え
る

地区医師会長
連絡協議会報告

令和4年1月21日（金）

（
２
）「
新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
受
検
者
・

受
診
者
へ
の
医
療
機
関
で
の
対
応

等
に
つ
い
て
」
に
係
る
診
療
報
酬

請
求
等
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
に
て
診
察
、
必
要
に

応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
迅
速
抗
原
検
査

等
を
施
行
し
、
抗
原
検
査
で
陽
性

で
あ
っ
た
が
、
医
師
が
必
要
と
認

め
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
追
加
検
査

を
実
施
し
た
場
合
の
診
療
報
酬
請

求
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
公
費
負
担
医
療
等
の

請
求
方
法
に
つ
い
て

　

抗
原
検
査
（
定
性
）
等
で
陽
性

が
判
明
し
た
後
、
同
日
に
治
療
を

開
始
し
た
場
合
の
公
費
等
の
取
扱

い
な
ど
、
現
在
ま
で
に
通
知
さ
れ

た
臨
時
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て

事
例
等
に
取
り
ま
と
め
て
通
知
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
４
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検
査
試
薬

並
び
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト（
定
性
）

の
価
格
実
態
調
査
の
結
果
に
つ

い
て

　

厚
生
労
働
省
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
Ｐ
Ｃ

Ｒ
の
検
査
試
薬
に
関
し
て
保
険
点

数
引
き
下
げ
前
の
価
格
実
態
調
査

の
依
頼
が
あ
っ
た
。
本
会
独
自
の

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
（
定
性
）
の
価

格
実
態
調
査
と
併
せ
て
実
施
し
た

結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

（
５
）
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
抗
原
定

性
・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
同
時
検
査
結
果
の
一

致
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
デ
ル
タ
株
と

比
較
し
て
上
気
道
で
感
染
を
起
こ

す
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
を
対

象
に
標
記
調
査
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
抗
原
定
性
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
同
時
検

査
結
果
の
差
異
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
に
関
す
る

抗
原
定
性
検
査
の
有
効
性
に
つ
い

て
検
証
を
試
み
る
。
今
後
、
調
査

に
協
力
い
た
だ
け
る
診
療
・
検
査

医
療
機
関
を
募
集
す
る
の
で
、
協

力
を
お
願
い
す
る
。

（
６
）
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
の
治
験

へ
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

本
会
で
は
、
か
ね
て
よ
り
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
注
目
し

て
お
り
、
興
和
株
式
會
社
が
実
施

し
て
い
る
治
験
に
協
力
し
て
い

る
。
本
治
験
を
す
す
め
る
た
め
、

対
象
と
な
り
得
る
患
者
の
紹
介
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
す
る
。

（
７
）
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
流

行
に
対
応
し
た
保
健
・
医
療
提
供

体
制
確
保
の
た
め
の
更
な
る
対
応

強
化
に
つ
い
て

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に
伴

い
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
国
は
都
道
府
県
に
対

し
て
保
健
・
医
療
提
供
体
制
の
点

検
と
強
化
を
依
頼
し
た
。
医
療
従

事
者
で
あ
る
濃
厚
接
触
者
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
要
件
お
よ
び
注
意

事
項
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、

医
療
に
従
事
す
る
こ
と
は
不
要
不

急
の
外
出
に
当
た
ら
ず
、
勤
務
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
願
い

た
い
。

（
８
）
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進
支
援
事

業
の
継
続
に
つ
い
て

　

標
記
事
業
に
つ
い
て
、
交
付
対

象
期
間
が
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

に
延
長
さ
れ
た
。
支
援
を
受
け
る

に
は
、
１
月
31
日
（
月
）
午
後
５

時
ま
で
に
登
録
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
第
１
期
～
第
３
期
で
登

録
済
の
医
療
機
関
も
改
め
て
申
請

が
必
要
と
な
る
の
で
、
関
係
医
療

機
関
へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
９
）
診
療
・
検
査
医
療
機
関
に

よ
る
健
康
観
察
等
の
実
施
に
関
す

る
件

　

診
療
・
検
査
医
療
機
関
に
よ
る

健
康
観
察
等
支
援
事
業
に
お
け
る

自
宅
療
養
者
へ
の
架
電
対
応
な
ど

の
注
意
事
項
が
発
出
さ
れ
た
。
本

事
業
は
引
き
続
き
募
集
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
診
療
・
検
査
医
療
機

関
へ
の
参
画
を
お
願
い
す
る
。

（
10
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
自
宅
療
養
者
の
急
増
に
伴

う
医
療
支
援
の
体
制
整
備
等
に
関

す
る
件

　

東
京
都
よ
り
、
①
自
宅
療
養
者

等
に
対
す
る
医
療
支
援
強
化
事
業

の
支
援
体
制
の
更
な
る
強
化
、
②

経
口
治
療
薬
「
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
」
活

用
の
た
め
の
登
録
セ
ン
タ
ー
へ
の

医
療
機
関
登
録
、
③
酸
素
・
医
療

提
供
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
自
宅
療

養
者
に
対
す
る
外
来
診
療
機
能

等
の
付
加
に
つ
い
て
通
知
が

あ
っ
た
。
会
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
す
る
。

（
11
）自
宅
療
養
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
の
増
設
に
関
す
る
件

　

自
宅
療
養
者
の
急
激
な
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
自
宅
療
養
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
が
２

つ
新
設
さ
れ
て
３
つ
の
地
域
に
担

当
が
分
割
さ
れ
た
。
会
員
へ
の
周

知
を
お
願
い
す
る
。

（
12
）「
Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
」

の
設
置
に
つ
い
て

　

今
期
の
重
点
医
療
政
策
の
一
つ

で
あ
る
「
社
会
保
障
制
度
の
進
化

と
見
直
し
を
東
京
都
医
師
会
か
ら

提
言
」
の
実
現
に
向
け
、
こ
の
た

び
次
世
代
の
社
会
保
障
・
社
会
保

険
制
度
を
検
討
す
る
た
め
に
標
記

会
議
体
を
新
設
し
た
。
今
期
の
会

長
諮
問
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け

た
医
療
供
給
体
制
と
診
療
報
酬
体

系
の
抜
本
的
改
革
」
で
、
本
格
的

な
討
論
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

各
方
面
か
ら
も
広
く
ご
意
見
・
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

（
13
）
患
者
か
ら
の
不
当
請
求
事

案
の
発
生
に
つ
い
て

　

11
月
・
12
月
の
医
事
紛
争
報
告

事
案
の
な
か
で
、
不
当
な
賠
償
請

求
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
会
員

へ
の
注
意
喚
起
を
お
願
い
す
る
。

（
14
）
第
31
回
日
本
医
学
会
総
会

登
録
推
進
委
員
の
ご
推
薦
の
お
願

い
に
つ
い
て

　

日
本
医
学
会
総
会
が
令
和
５
年

４
月
に
開
催
予
定
で
あ
り
、
本
年

２
月
よ
り
事
前
参
加
登
録
を
開
始

す
る
。
多
く
の
医
師
・
研
究
者
に

参
加
い
た
だ
く
た
め
、
各
医
師
会

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
名
委
員
に
推
薦

い
た
だ
き
、
登
録
推
進
に
関
す
る

活
動
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
乾
燥
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
価

格
改
訂
に
つ
い
て

�

（
葛
飾
区
医
師
会
）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
受
検
者
・

受
診
者
へ
の
医
療
機
関
で
の
対
応

に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
、
医
療
機
関
に
お
け

る
対
応
や
受
診
者
の
か
か
り
方

を
改
め
て
整
理
し
、
フ
ロ
ー
図
を

作
成
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。
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東
京
有
数
の
商
店
街
と
し
て

広
く
知
ら
れ
る
東
武
東
上
線
の

大
山
で
す
が
、
心
を
穏
や
か
に

し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
散
策
に

適
し
た
と
っ
て
お
き
の
場
所
が

あ
り
ま
す
。

駅
の
北
口
を
出
て
線
路
に

沿
っ
て
２
分
ほ
ど
歩
く
と
、
東

京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

の
大
き
な
建
物
が
目
に
入
り

ま
す
。

そ
の
敷
地
の
一
角
に
は
、
巨

大
な
渋
沢
栄
一
の
銅
像
を
配
し

た
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の

ベ
ン
チ
に
座
る
と
周
囲
の
喧
騒

を
忘
れ
、
樹
木
の
美
し
さ
に
惹

き
付
け
ら
れ
て
、
気
持
ち
が

す
っ
と
落
ち
着
き
ま
す
。
安
ら

い
だ
気
持
ち
で
渋
沢
像
を
見
上

げ
て
、
彼
の
偉
大
な
足
跡
に
思

い
を
馳
せ
ま
す
。

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
明
治
５
年
に
誕
生
し

た
養
育
院
を
前
身
に
し
て
い
ま

す
。
最
初
は
貧
窮
者
に
場
を
与

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

と
し
て
誕
生
し
、
近
代
日
本
の

経
済
を
支
え
た
渋
沢
栄
一
の
尽

力
に
よ
り
発
展
し
ま
し
た
。
関

東
大
震
災
以
降
は
こ
の
板
橋
の

地
に
居
を
定
め
、
現
在
で
は
高

齢
者
医
学
や
医
療
の
先
進
的

役
割
を
果
た
す
機
関
と
し
て
、

病
院
と
研
究
所
を
擁
し
て
い

ま
す
。

私
は
東
京
都
健
康
長
寿
医
療

セ
ン
タ
ー
に
８
年
ほ
ど
前
か
ら

勤
務
し
て
お
り
、
開
業
し
た
現

在
も
定
期
的
に
来
て
い
ま
す
。

仕
事
で
緊
張
し
た
気
持
ち
を
和

ら
げ
る
た
め
に
、
こ
の
庭
園
は

と
て
も
有
用
で
す
。
と
り
わ
け

春
に
な
る
と
、
桜
の
花

が
素
晴
ら
し
く
美
し
い

の
で
、
時
間
が
経
つ
の
を

忘
れ
る
ほ
ど
で
す
。

も
と
も
と
時
間
を
見
つ

け
て
は
犬
の
散
歩
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
欠
か
し

ま
せ
ん
。
プ
ー
ル
で
泳
ぐ

の
も
好
き
で
す
。
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
ス
ト
レ
ス

発
散
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
て

い
ま
す
が
、
商
店
街
の
お

店
で
食
事
を
す
る
の
も
楽

し
み
で
す
。

（
板
橋
区
医
師
会
・
青
木 

彩
）

167東
京
都
医
師
会
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
多
大

な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

流
行
す
る
な
か
、
都
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
献
身
的
に
力
を
尽

く
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
は
開
業
か

ら
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
、
一
貫

し
て
夜
間
・
休
日
に
特
化
し
た
医

療
支
援
を
志
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
「
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
」を
啓
発
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

持
続
可
能
な
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
第
１
波
の
頃
か

ら
、
医
療
機
関
の
診
療
時
間
外
に

発
熱
し
た
患
者
さ
ん
に
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
医
療

体
制
の
逼
迫
な
ど
に
よ
り
受
診
で

き
ず
に
困
窮
す
る
患
者
さ
ん
を
数

多
く
目
に
し
ま
し
た
。
第
４
波
か

ら
は
、
東
京
都
を
含
む
18
の
地
方

公
共
団
体
と
公
式
に
連
携
し
、
自

宅
療
養
者
等
へ
の
医
療
支
援
に
関

わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

往
診
時
に
、
経
皮
的
酸
素
飽
和
度

が
80
％
台
に
達
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
入
院
先
が
決
ま
ら
な
い
症

例
や
、
入
院
ま
で
の
酸
素
投
与
の

た
め
に
救
急
隊
が
現
場
を
離
れ
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
る
症
例
な
ど
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
地
獄
の
よ
う

な
現
場
に
遭
遇
し
ま
し
た
。「
発

熱
し
て
い
る
」
と
い
う
状
態
だ
け

で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
ス
ム
ー

ズ
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
私
た
ち

は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
患
者
の

急
増
」
と
「
浸
透
し
な
い
か
か
り

つ
け
医
機
能
」
は
、
医
療
に
深
刻

な
不
安
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
医
療
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
と
さ
れ
る
２
０
４
０
年
の
世

界
を
垣
間
見
た
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
近
年
、
か
か
り
つ
け
医
の
制

度
化
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
す

が
、
大
切
な
の
は
制
度
化
す
る
こ

と
で
は
な
く
、24
時
間
体
制
の「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
を
持
続
可
能

な
形
で
構
築
す
る
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
東

京
都
の
「
自
宅
療
養
者
等
に
対
す

る
医
療
支
援
強
化
事
業
」
は
、「
分

業
と
連
携
」
に
よ
り
、
こ
れ
を
構

築
で
き
た
好
事
例
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
本
事
業
が

平
時
の
在
宅
医
療
や
救
急
医
療
に

も
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
患
者
さ
ん
の
不
安
を

な
く
し
、
持
続
可
能
な
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。
ご
指
導
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

コロ
ナ
禍
か
ら

学
ん
だ
こ
と

　
　
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役

�

　
菊
池 

亮

趣 味 の 散 歩

渋沢栄一像が見守る
心安らぐ庭

東京都健康長寿医療センター

　

２
０
１
９
年
末
、
中
国
の
武
漢
市
で
不
気
味
な
感
染
症
の
存
在

が
囁
か
れ
始
め
た
。「
原
因
不
明
の
肺
炎
」
と
い
う
声
は
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
世
界
中
に
響
き
渡
り
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

　

本
書
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
に
入
っ
て

き
た
当
初
か
ら
、
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
原
因
不

明
な
病
原
体
と
対
峙
し
、
１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
で
、
日
々
奮
闘
し
た
様
子
が
克
明
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
間
違
い
な
く
襲
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
未
知
の
感
染
症
と

闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
本
書
は
強
力
な
武
器
と
し
て
、
ま

た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
と
期
待
し
た
い
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
正
確
で
詳
細
な
情
報

を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
有
事
の
際
の
対
処
の
仕
方
を
考
え
る
う

え
で
も
手
に
取
る
べ
き
一
冊
だ
と
思
う
。

発
行
▼
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

価
格
▼
１
９
８
０
円（
税
込
）

それでも闘いは続く
コロナ医療最前線の700日
国立国際医療研究センター 著

知ってますか？

現在、フェイクニュースの氾濫に

よって真実と虚偽の境界線が曖

昧になってきている。特に、トラ

ンプ前米大統領の登場で、曖昧

な政治状況が広がった。このよ

うな客観的事実よりも感情や思

い込みのほうが影響しやすい状

況を「ポスト真実」という言葉で

表現する。

ポスト真実（Post-truth）

旧養育院長渋沢栄一銅像

詳しくはホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

保険証の更新について

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

現在皆様がお持ちの保険証の有効期限は、令和4年3月31日
です。
これまで、新しい保険証は、3月下旬より所属の地区医師会・
大学医師会でお受け取りいただいておりましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、今回から各事業
所宛に、簡易書留にて郵送いたします（大学医師会所属の先生
につきましては、医局またはご自宅へ郵送いたします）。

～新しい保険証は事業所へ郵送します～

都医ニュース表紙の写真を募集

〒 101-8328　東京都千代田区神田駿河台 2-5
東京都医師会 広報学術課　☎ 03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙
に掲載しております。 その表紙写真に、先生が撮影
した写真を応募してみませんか？ 都内の写真で、季
節感のあるものをお願いします。 本会広報委員会
で掲載を決定いたします。 なお、掲載された写真は、
本会のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影をした
600万画素以上（横3000×縦2000ピクセル以上）の
デジタルデータ
プリントサイズは、横235mm× 縦137.5mm以上

応
募
規
定
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三浦信之板橋区医師会

　ひと昔前に話題になった言葉に「2位じゃダメなんですか」という

のがあったが、2番目というのは、1番に比べいかにも影が薄い。

日本で1番高い山はと聞かれれば、だれしも富士山と即答できるが、

では2番目に高い山はと聞かれて答えられる人はあまりいないであ

ろう。2番目とは実力はあるのに何とも可哀想な存在だ。

　ところで、皆さんは板橋区にある茂呂遺跡をご存じだろうか。名

前だけは聞いたことがある人もいるかもしれないが、それがどんな

遺跡かと尋ねられると、考古学が趣味の人でない限り答えられない

のが普通だ。たまに答えられる人がいたとしても、「あの竪穴式住居

のある遺跡でしょ」などと、登呂遺跡と間違えられる始末である。

　茂呂遺跡は登呂遺跡のはるか昔、旧石器時代の遺跡である。当時

の中学生が黒曜石でできた刃物型の石器（茂呂型ナイフ）を見つけた

ことがきっかけで発見された、日本で2番目の旧石器時代の遺跡な

のだ。それがどれほど重要なものなのかは、素人の自分が熱く語

ることでもないが、考古学上とっても重要な遺跡と言っても過言で

ない。

　ところで発掘といえば、まだ高島平団地ができる前、徳丸周辺で

は小学生の間で化石探しがブームになった。小学生がそんな簡単に

化石など見つけられるものかと思うかもしれないが、小一時間もあ

ればいくつもの貝を発掘できたのだ。

　実は、縄文時代のこの辺りは海辺で、今流行りのウォーターフロ

ントだった。そして、縄文人が食べた貝のゴミ捨て場、考古学的に

は貝塚というが、板橋にはそこかしこに貝塚があって、今思えばそ

んな場所をほじくり返していたのだ

から、小学生でも貝の化石？を簡単

に発掘できたわけだ。

　そんな板橋の遺跡たちのなかに、

実は日本で1番のものがあるのをご

存じだろうか。それは四葉地区遺跡

から発掘された弥生時代の翡翠の勾

玉だ。大きさはなんと7.4cm大で、

この時代のものとしては日本最大で

ある。しかし、勾玉についての解説では最大ではなく最大級となっ

ている。決して最大とは言わないのである。何という慎み深い表現

であろう。1番だとか2番だとかは、実はどうでもよいことなのだと、

諭してくれているようだ。それよりもこの勾玉をつけていた弥生人

が一体どのような人だったのか、その時代にどのような物語が

あったのか想像してみるほうが楽しい。
� （板橋区医師会通報 令和3年秋号より抜粋）

２位じゃダメなんですか…板橋区にある遺跡たち
ふれあいポスト 各地区会報から

新田神社のご神木（大田区）� 大森医師会  濱畑和男

四葉地区遺跡出土 
翡翠製勾玉

（板橋区教育委員会所蔵）
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新
学
習
指
導
要
領
に
「
が
ん
教
育
」
が
明
記
さ
れ
、

多
く
の
中
学
校
で
「
が
ん
教
育
」
の
授
業
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
へ
の
が
ん
の
教
育
・
普
及
啓
発

が
役
割
の
一
つ
で
あ
る
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に

は
、
地
域
の
学
校
か
ら
が
ん
の
専
門
家
と
し
て
外
部
講

師
の
依
頼
が
あ
り
、
医
師
が
学
校
に
出
張
し
て
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
授
業
に
行
く
時
に
は
、
学
校
に
お
願
い
し
て

生
徒
さ
ん
達
に
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
も
ら
い
、

が
ん
に
対
す
る
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
授
業
の
後
の
感
想
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
学
校
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
見
る
と
大
人

と
は
違
う
感
受
性
の
豊
か
さ
や
新
鮮
な
物
の
見
方
に
感

心
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

先
日
授
業
を
行
っ
た
あ
る
中
学
校
の
学
年
主
任
の
先

生
か
ら
、「
が
ん
教
育
」
の
授
業
で
話
を
し
た
内
容
の

中
か
ら
、
興
味
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
た
グ
ル
ー

プ
学
習
の
ま
と
め
が
送
ら
れ
て
き
た
。
昔
と
は
違
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
中
学
生

と
は
思
え
な
い
専
門
的
な
内
容
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

驚
い
た
。
そ
れ
以
上
に
感
心
し
た
の
は
、
出
典
元
が
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
や
大
学
な
ど
の
サ
イ
ト
で
あ
る

と
い
う
、
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
さ
だ
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
先
生
の
指
導
は
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
生
ま
れ

た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
り
、
使
い
こ
な
し
て

き
た
世
代
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
か
っ
て
お
り
、
憶
測
で

書
か
れ
た
記
事
や
事
実
に
基
づ
か
な
い
情
報
に
踊
ら
さ

れ
て
い
る
大
人
も
少
な
く
な
い
。
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

の
高
い
中
学
生
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
に
は
、
少
し
は

変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
中
学
生
の
学
習
の
ま

と
め
を
見
な
が
ら
考
え
て
し
ま
っ
た
。
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無 声 拝 聴 がん教育とリテラシー ヒトパピローマウイルスの母子感染と
男女接種の必要性

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局
TEL：03-5486-0601　E-mail：imsj@imsj.or.jp　
URL：https://www.imsj.or.jp/

日時▶3月17日（木）18時30分～20時30分　　形式▶WEB講演
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）
座長▶山崎 力（（公財）日本国際医学協会 理事）
〔第1部〕講演Ⅰ「非手術適応慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対する新たな治
療法の確立」杉村宏一郎（国際医療福祉大学成田病院循環器内科 教授）、Ⅱ「卵円
孔開存のカテーテル閉鎖術」河村朗夫（国際医療福祉大学医学部循環器内科 主任
教授）
〔第2部〕感想「アバターロボット“ugo（ユーゴー）”が切り拓く未来のワーク
スタイル」松井 健（ugo株式会社 代表取締役CEO）
申込方法▶右記QRコードまたは当協会ホームページを
ご覧ください。
視聴▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（CC：43、78）

第453回 国際治療談話会 例会
「心血管領域の新しいカテーテル治療」

問
合
先 慈恵医大生涯学習センターまたは慈恵医師会 TEL：03-3433-1111（大代表）（内線2634・2636）

会場▶東京慈恵会医科大学附属病院  中央棟会議室（8階）
開催日・内容▶①4月9日（土）「遺伝診療：遺伝子診断の現状と未来」川目 裕（遺伝診療部 教授）、「遺伝
性腫瘍の遺伝カウンセリング」原田佳奈・金子実基子（遺伝診療部 認定遺伝カウンセラー）、②6月11日（土）
「FDG-PET検査について」渡辺 憲（画像診断部 助教）、「患者満足度の高い腫瘍センターをめざして」永崎
栄次郎（腫瘍センター 講師）、③11月12日（土）「二次性高血圧」菅野直希（腎臓・高血圧内科 助教）、「大動脈
弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）の現状と展望」森本 智（循環器内科 講師）
時間▶16時～18時　※一部変更する場合があります。

2022年度 慈恵医大月例セミナー（日本医師会生涯教育講座）

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　ヒトパピローマウイルス（HPV）は正二十面体の小型DNAウイルスで、180種
類以上の型があり人だけに感染する。強い感染力で皮膚や粘膜接触で感染する。
粘膜感染型は主に性感染症で、その中で、低リスク型は尖圭コンジローマ、高
リスク型は悪性腫瘍（子宮頸がん、中咽頭がん、膣がん、陰茎がん、肛門がん等）
の発症に関与する。
　尖圭コンジローマ（HPV6型、11型）の妊婦から産道感染で生まれた児は、乳
幼児期に呼吸器乳頭腫を発症し嗄声、呼吸症状を呈することが多い。若年性再
発性呼吸器乳頭腫症（JORRP）は再発を繰り返す難病で欧米に多く、頻度は千人
に6.9%と報告されている。再発例は頻回に乳頭腫切除を要し、数%が悪性化する。
若年～成人の発生機序は、HPV潜在性感染が成人まで持続し再活性化すると言
われている。
　尖圭コンジローマが母子感染を引き起こすことは従来知られていたが、子宮
頸がん（HPV16型、18型）が産道感染を引き起こした稀な症例が報告された。
2021年に国立がん研究センター研究班は、子宮頸がんの母親から経膣分娩で生
まれた小児肺がん2症例（23ヵ月齢、6歳）をNEJM誌に発表した。次世代シーケ
ンサーの検査で、肺がんは母の子宮頸がんが子に感染したものであると判明し
た。2症例のHPV型は16型と18型であった。極めて稀に起きる白血病やリンパ
腫の母のがんは、ほとんど経胎盤血行感染で子どもの多数の臓器に播種してい
るが、この2症例は肺がんのみであり、分娩時に産道でがん細胞を含んだ羊水を
胎児が飲み込んだためと推論された。
　HPV感染症は、性感染症の中でも数少ない「ワクチンで予防できる感染症」で
ある。特に4価および9価ワクチンは尖圭コンジローマと子宮頸がんに有効であ
る。米国・豪州・英国をはじめ、さまざまな国で男女に定期接種され、HPV感
染症の優位な減少が報告されている。男性に接種することで男性のがんを防ぎ
集団免疫をつけ、女性のHPV感染症が減り母子感染を予防できる。次世代にま
たがる感染症を防ぐために、我が国でも早期の男女の勧奨定期接種が望ましい。
 （文責：黒澤サト子）

問
合
先 日本臨床内科医会　E-mail：jpa@event-mhlab.jp

日時▶3月22日（火）19時30分～21時45分　　形式▶WEB講演
セミナー▶「臨床研究の倫理審査について～日臨内医学会演題応募の審査を踏まえ～」宇都宮保典（倫
理審査委員会）①「MTXのみで治療困難な関節リウマチ症例に対する生物製剤の応用と事前の感染症
チェック」土田哲雄（学術部アレルギー・リウマチ班）、②「NAFLD（非アルコール性脂肪性肝疾患）の日常
診療について」横井正人（学術部消化器班）、
③「慢性心不全治療 Up to date」西口 毅（学術部循環器班）
取得単位▶日医生涯教育制度2単位（CC：2、24、27、61）、日臨内認定医･専門医制度5単位
申込方法▶右記QRコードまたは当会ホームページをご覧ください。
参加費▶無料

日臨内「かかりつけ医のためのWEB講座」～スペシャリストがジェネラリストになるために～
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　令和３年８月、都内の新型コロナウイルス感染症の新規感染者数
は1日5,000人を超え、江東区内でも1日200人を超えました。感
染者への保健所の対応は困難を極め、5月から始めていた自宅療養
者への往診の必要性も急増し、入院が必要で救急車を依頼しても
都内に空いている救急車が1台も無いなど、前代未聞の状況となり
ました。医療崩壊です。そのようななかで、診療時間外に自宅療養
者を往診し、在宅酸素の機械を運んで入院できるまでの時間をかせ
ぎ、更に入院後に高次医療機関と連携してECMOまで使用して救
命できたとのお話もうかがいました。ひとりでは救えない命も、みん
なで力を合わせれば助けられる命になることを実感いたしました。
幸いにも、区内では自宅療養者の死亡事故はなかったと聞いています。
　8月中旬以降、都内の感染者数は徐々に減少し、10月には１日
100人を切りました。区内の新規感染者数も、11月1日にはついに
ゼロとなりました。感染者数が減少した原因ははっきりしていません
が、ワクチン接種は新規感染者数の減少や重症化予防に有効であっ
たものと思われます。区内の65歳以上のワクチン接種率は、当初に
目標としていた80％を大きく上回る90％超えとなりました。そして、
この原稿を書いている12月には、3回目の接種が開始されています。
ワクチン接種で新規感染や重症化の予防を行い、何とか有効な内
服薬の使用が開始されることを祈るばかりです。
　この新たな感染症から区民を守るためには、地域の医師会だけで
はどうにもならないということも痛感いたしました。例えば、大規模
接種センターやホテル療養施設、酸素・医療提供ステーションなど
は、国や東京都といった大きな単位で動いていただいて初めてでき

るものです。こういったものを実現していただくために、今後も現場
の声を発信し続けてまいります。どうかご理解いただき、ご指導ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　当医師会で自宅療養者の往診を引き受けてくださったのは、わず
か18人の個人開業医の先生方でありました。急変が起こりうるこの
感染症で、保健所から往診の依頼があっても行ける時間は診療時
間外（昼休みや診療後の夜）しかなく、更には保健所や発熱相談セ
ンターからの新患の検査や診察も引き受けていました。保健所から
は、学校や施設への濃厚接触者の検査の依頼もあったようです。ま
た、外来患者さんは通常通りに来院されていましたので、通常診療
に加えて発熱外来や検査、自宅療養者の往診までしなくてはなりま
せんでした。患者情報の共有も電話とFAXによるもので、苦労され
たようです。すぐに入院させられない状況は通常の医療常識を覆す
もので、入院を指示した一部の医師側も受け入れられなかったと思
われます。責任が持てないと往診を辞退された先生もいらっしゃい
ました。
　その後、酸素・医療提供ステーションができ、ファストドクターや
悠翔会、薬剤師会や訪問看護ステーションの協力も得られるように
なりました。また、中等症Ⅱ以上の患者さんの搬送は保健所の指示
を待たず、救急隊の判断でできるようになりました。区内にコロナ
専用病院ができ、これから都内全域のオンライン診療も始まります。
これらの準備が医療崩壊を来すことなく、この感染症の終息へとつ
ながることを祈るばかりです。

地区医師会長からの一言
新型コロナウイルス感染症
第5波を経験して
江東区医師会長　浅川 洋
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